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会
町
内
6
刷

憲Ⅷ胤
石
盛
岩
振
印

◇
…
屋
外
の
寒
風
を
よ
そ
に
、
新
築
の
体
育
館
の
中
は
今
日
も
熱
気
で
一
杯
で
あ
る
。
…
◇

◇
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
バ
レ
ー
の
部
員
が
体
育
館
の
天
井
か
ら
つ
る
さ
れ
た
仕
切
り
の
…
◇

◇
…
ネ
ッ
ト
を
境
に
し
て
三
面
同
時
に
使
い
練
習
に
余
念
が
な
い
。
力
一
杯
の
シ
エ
…
◇

◇
…
－
ト
や
思
い
切
っ
た
パ
ス
を
す
る
と
き
の
生
徒
の
眼
の
粁
き
は
、
西
日
に
映
え
…
◇

◇
…
る
真
新
し
い
床
の
輝
き
以
上
だ
。

ル
ー
ム
が
あ
る
。
真
黄
色
に
塗

装
し
た
最
新
鋭
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
マ
シ
ン
が
並
ん
で
い
る
。

体
位
の
成
長
著
し
い
い
ま
の

生
徒
た
ち
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
世
界
ア
ル
ペ
ン
、
い
や
国
体

に
勝
つ
た
め
に
は
、
な
る
ほ
ど

こ
ん
な
道
具
が
必
要
な
の
か
と

戦
前
生
ま
れ
の
同
窓
生
は
驚
く

代
物
で
あ
る
。

合
同
教
室
に
は

パ
ソ
コ
ン
も

2
階
は
普
通
教
室
や
美
希
教

育
の
L
L
教
室
。
2
階
に
は
流

し
場
つ
き
で
、
書
道
教
室
に
も

使
わ
れ
る
と
い
う
特
別
教
室
や

N
E
C
の
パ
ソ
コ
ン
6
台
を
設

置
し
た
合
同
教
室
が
あ
る
。

1
2
月
2
4
日
同
窓
会
理
事
会
開

催
の
日
、
理
事
3
0
数
名
は
学
校

側
の
案
内
で
、
こ
れ
ら
の
完
成

な
っ
た
施
設
を
見
学
し
た
。

先
代
三
田
義
清
理
事
長
念
蕨

の
校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
は

昭
和
六
十
二
年
四
月
着
工
以
来

先
般
（
昭
和
六
二
・
一
〇
・

二
四
）
東
京
石
桜
同
窓
会
総

会
の
招
き
に
応
じ
て
参
上
し

た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

歓
談
の
席
で
新
制
高
校
卒

の
人
達
と
話
し
て
い
た
と
き
、

談
た
ま
た
ま
ラ
グ
ビ
ー
部
の

こ
と
に
及
び
、
某
氏
か
ら
部

歌
の
歌
詞
の
中
に
「
三
綱
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
ど
う

い
う
こ
と
か
と
い
う
質
問
が

あ
っ
た
。

こ
の
人
遠
は
戦
後
生
ま
れ

で
「
三
網
」
に
つ
い
て
の
教

え
を
う
け
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
意
味
内
容
が
解
ら

な
い
ま
ま
に
歌
い
つ
い
で
き

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
ど
う

い
う
字
を
書
く
の
か
も
知
ら

な
い
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
紙
に
、
積
應

重
曙
　
養
正
の
三
綱
領
を
書

い
て
み
せ
た
の
で
あ
る
が
、

養
正
は
そ
の
字
の
示
す
よ
う

に
正
を
養
う
の
で
あ
る
か
ら

正
義
の
心
を
養
う
と
い
う
こ

と
の
よ
う
だ
と
見
当
が
つ
い

た
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し

積
農
に
つ
い
て
は
考
え
あ
ぐ

ね
、
重
呼
に
至
っ
て
は
意
味

は
も
ち
ろ
ん
、
読
み
方
さ
え

わ
か
ら
ず
私
の
解
説
を
促
す

の
で
あ
っ
た
。

積
慶
と
は
慶
（
よ
ろ
こ
び
）

を
積
み
重
ね
る
と
い
う
こ
と
。

重
曙
と
は
曙
（
か
が
や
き
）
を

重
ね
る
と
い
う
意
味
。
養
正
と

は
正
を
養
い
育
て
る
と
い
う
こ

と
で
と
型
通
り
説
明
は
し
た
も

の
の
、
三
綱
領
の
出
典
、
校
是

と
し
て
採
択
し
た
理
由
根
拠
、

さ
ら
に
校
歌
と
の
関
連
に
つ
い

て
は
定
か
で
な
い
所
が
あ
り
、

即
答
し
か
ね
る
も
の
が
あ
っ
た

の
で
、
い
ず
れ
よ
く
調
べ
て
か

ら
石
桜
会
報
に
掲
載
す
る
か
ら

と
約
束
し
て
別
れ
た
の
で
あ
っ

た
。帰

盛
す
る
や
直
ち
に
母
校
を

訪
れ
、
三
綱
領
に
つ
い
て
の
記

録
の
有
無
を
確
か
め
た
と
こ
ろ

〝
あ
っ
た
ー
あ
っ
た
！
″
「
私
達

一
回
生
が
二
、
三
年
の
頃
初
代

鈴
木
卓
苗
校
長
が
朝
礼
訓
話
三

回
に
亘
っ
て
説
き
聞
か
せ
ら
れ

た
速
記
録
が
〝
石
桜
″
四
号
、

五
号
、
六
号
に
載
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
読
み
か
え
し
て
み
る

と
騰
気
な
が
ら
そ
の
当
時
の
こ

と
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

今
そ
の
記
録
と
思
い
出
を
辿

り
な
が
ら
ペ
ン
を
執
っ
て
い
る

次
第
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
校
是
三

綱
領
は
神
武
建
国
の
三
大
綱
に

出
嬢
を
お
く
も
の
で
あ
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
出
練
原
典
抄
出
の
煩
を
さ

け
、
校
長
訓
話
に
よ
り
そ
の
大

要
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

H
″
積
慶
（
せ
き
け
い
）
″
に
つ

い
て
は
石
桜
第
四
号
の
巻
頭
言

に

こ
れ
を
神
武
建
国
の
三
大
綱

に
見
る
。
「
慶
（
よ
ろ
こ
び
）
を

記
）
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
校

風
形
成
の
指
向
目
標
の
一
つ
を

こ
れ
に
も
と
め
、
も
っ
て
生
徒

を
し
て
彿
應
和
楽
の
社
会
建
設

の
有
為
な
る
資
た
ら
し
め
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

自
　
重
呼
へ
ち
ょ
う
き
）

曙
と
は
太
陽
の
「
嘩
（
か
が

崗
　
養
成
（
よ
う
せ
い
）

正
は
邪
悪
を
札
（
た
だ
）
し

真
善
を
す
す
め
顕
わ
す
こ
と
で

あ
り
、
人
倫
の
基
本
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
し
か
も
人
間
自
（
お

の
ず
）
　
か
ら
索
（
も
と
）
め
て

や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
自

他
と
も
に
こ
れ
を
養
い
拡
充
し

な
け
れ
ば
、
社
会
秩
序
、
人
道

積
慶
・
重
嘩
・
養
正

に
つ
い
て
右
桜
同
委
々
良
松
見

積
み
重
ね
た
る
皇
国
し
云
々
と

記
し
、
国
家
民
人
の
積
農
和
楽

を
基
本
と
す
る
国
家
形
成
の
理

念
と
そ
の
余
沢
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
而
し
て
岩
中
創
設
に
伴

う
校
風
形
成
に
当
っ
て
「
我
等

の
学
校
は
校
風
の
基
礎
に
此
の

国
風
を
容
れ
て
慶
を
千
載
の
下

に
積
ま
む
と
す
る
も
の
な
り
。

慶
び
あ
り
て
栄
え
あ
り
、
栄
え

あ
り
て
人
材
成
る
な
り
。
努
め

よ
や
。
」
（
昭
三
・
九
二
大
空

や
き
）
」
を
意
味
し
一
度
光
り
の

射
す
と
こ
ろ
暗
愚
票
味
の
迷
雪

は
れ
、
万
象
の
真
の
相
（
す
が

た
）
が
見
と
お
さ
れ
る
。
光
り

は
知
識
で
は
な
く
知
憲
で
あ
る
。

利
害
得
失
に
執
着
す
る
限
り
、

物
の
虚
実
を
見
究
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
鈴
木
校
長
は
こ
こ

に
思
い
を
至
し
て
知
識
偏
重
を

排
し
、
叡
知
の
伸
張
を
基
礎
と

す
る
人
材
の
育
成
を
企
図
し
た

の
で
あ
る
。

の
公
正
は
朋
す
べ
く
も
な
い
。

よ
っ
て
若
き
よ
り
そ
の
旨
を
養

い
、
も
っ
て
国
家
社
会
有
為
の

材
た
ら
し
め
ん
と
「
義
正
」
を

掲
げ
、
生
徒
育
成
の
一
指
標
と

し
た
の
で
あ
る
。

以
上
母
校
の
三
綱
領
の
依
っ

て
来
る
所
、
そ
の
意
味
す
る
も

の
を
簡
潔
に
述
べ
、
ご
質
問
へ

の
答
え
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、

省
み
て
ご
納
得
い
た
だ
け
る
も

の
で
あ
る
か
ど
う
か
危
惧
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

率
直
に
い
っ
て
、
当
時
の
神

武
建
国
と
い
う
皇
国
史
観
に
立

脚
す
る
三
大
綱
に
依
嬢
し
て
立

て
ら
れ
た
佼
是
と
い
う
点
に
主

権
在
民
の
今
日
的
意
識
か
ら
は

抵
抗
を
覚
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
視
点
を
か
え
て
母
校
が

生
成
発
展
し
、
光
輝
あ
る
伝
統

を
継
承
し
き
っ
た
歴
史
過
程
を

み
る
と
き
、
徒
ら
に
皇
国
史
観

に
と
ら
わ
れ
ず
、
時
処
所
縁
に

応
じ
て
恒
に
公
正
に
し
て
純
美

な
校
風
を
発
揚
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
べ
き
で

あ
る
。校

歌
と
三
綱
領
と
の
間
違
に

つ
い
て

石
桜
第
十
四
号
の
記
載
に
よ

れ
ば
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「

私
は
本
校
々
歌
を
作
成
す

る
時
に
、
作
者
の
土
井
（
つ
ち

い
）
先
生
（
土
井
晩
翠
先
生
）

に
、
本
校
々
風
の
三
大
綱
領
た

る
重
昭
と
積
農
と
義
正
の
三
つ

を
そ
の
中
に
読
み
込
む
よ
う
に

申
し
入
れ
た
ら
、
先
生
は
詩
人

で
あ
る
か
ら
、
之
を
取
り
直
し

て
神
と
祖
国
と
人
道
の
三
つ
に

言
い
．
替
え
ら
れ
た
次
第
で
あ

る
。
」
と
述
べ
、
噂
は
神
の
威
徳

の
表
徴
で
あ
り
、
慶
は
祖
国
の

余
沢
、
正
は
正
義
で
人
道
の

根
幹
で
あ
る
こ
と
か
ら
神
と

祖
国
と
人
道
の
三
つ
に
つ
か

え
て
…
…
と
な
っ
た
と
説
き
、

諸
子
は
こ
の
三
つ
の
語
は
本

校
々
風
の
三
大
綱
領
を
寓
す

る
も
の
な
る
こ
と
を
省
察
し
、

大
い
に
こ
の
精
神
を
発
揚
さ

れ
た
い
も
の
で
あ
る
。
と
結

ん
で
い
る
。

こ
れ
は
昭
和
四
年
六
月
十

三
日
、
十
四
日
、
十
六
日
の

三
回
に
亘
っ
て
鈴
木
初
代
校

長
が
朝
礼
訓
話
に
話
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
校
長
達

意
の
一
文
を
読
め
ば
三
綱
領

を
端
的
に
三
綱
領
の
何
た
る

か
を
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
思

う
○

私
は
校
歌
を
歌
う
度
毎
に

全
国
高
校
多
し
と
い
え
ど
も

こ
れ
ほ
ど
の
校
歌
を
も
つ
高

校
は
あ
る
ま
い
と
思
う
の
で

あ
る
が
、
「
豊
唯
我
一
人
の
み

な
ら
ん
や
」
と
公
言
し
て
博

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
韮
才
不
敏
に
し
て
そ

の
要
を
得
な
い
も
の
で
あ
る

が
会
員
各
位
の
ご
賢
察
を
請

い
つ
つ
こ
の
稿
を
終
る
。

（
昭
六
二
・
二
二
一
五
）

五
億
七
千
万
円
の
巨
費
に
よ
っ

て
昨
年
十
二
月
完
成
を
み
た
の

で
あ
る
。
自
己
資
金
一
億
五
千

万
円
・
借
入
垂
二
億
五
千
万
円

の
は
か
、
同
窓
生
各
位
の
熱
意

の
賜
物
で
あ
る
二
千
五
百
万
円

が
積
金
さ
れ
た
。

3
月
8
日
の
卒
業
式
は
新
体

育
館
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お

り
、
各
種
新
教
書
も
4
月
か
ら

の
使
用
が
待
た
れ
て
い
る
。

試験問題作戌にもひと役のパソコン

最新設備のLL教室

4月からの利用を待つ新教室

広い体育館でこれからは存分に練習

トレーニングマシンも有効に活用
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藤 沼 俵 高 杉 佐 工 小 小 橋 稲 宮 米 萩 新 中 中 土 戸 帯 高 佐 川 同 大 一 石 浅 書 村 向遭 松 松 舌 藤 稗 高 高杉 下 斉 丘 工 久 儀 菊 川 鎌 小 太 太 大 連　　々 田 日　　 渡　 井　　　　　　 井　　　　　　　　　 田

沢 田田 橋 本 木 藤 島 島 原 村 台 島 野 戸 野 島 尻 嶋 刀 欄 藤 村 田竹 粂 井 沼 田 里 田 又 見 浦 舘 原 雷 橘 木村 杉 藤 藤 薯 俄 地 畑 田 原代 田 i亨藤

省 正 岡　 正 一 正 正　 光 卯 椙 董 愛　 書　 正 正 美芳 新 芳　 俊　 三 農 耕 茂 勘 弥 得 文 菅 1鹸明 兵 僧 昌 定 久 正 鱒 正　 常 篤 省 安 俊　　　 雷
　　　　　　　　 太　　　　　 知　　　　　　　　　　　　　　　　 四
三 夫 夫 功 善 郎 雄 夫 貞 一 構 郎 悦 人 恭 一 幹 次 夫 男 雄 平天 職 一 成 経 書 造 重 蔵 平 明 媚 郎 一 彦 書 明 三 人 郎 助 一 男 1㌢雄 司 一 拍雄 勇 貢 中

冨　 冨 冨　 冨　　 冨　 金

蔓 糾 荘 高 讐 讐 工 菅 金 遠 伊 … 柳 三 鈴 加 ≡ 山 目武 三梼 丹 佐 醐 加 小 ≡ 書 八 遺 細 藤 中 富 玉 立 巣 讐 讐 工 菊 小 台 大 大 ≡ 岬 三 松 者

島崇 ≡ ≡ 芸 ； 木 器 ≡ … ≡ ： ≡ ≡ ： ： 芸 … ≡ ≡ 島 本 ； ≡ ≡ … ≡ … ≡ ≡ ≡ 芸 芸 芸 ≡ ≡ 山 ≡ ： … ； ： ≡ 野 ： … … ≡ ≡ … … ≡ ≡ 著

　兵 次　　 四　　 兵 太

寛 雌 雄 徒 弟 男 勲 衛 夫 一 行 郎 道 夫 雄 。椎 底 治 吉 男鳶日華肇 雄 一 穂 男 夫 治 朗 郎 二 三 治 敬 三 郎 恵 三 宗 夫 郎 一 雄 隆 朗 吾 平 彦 衛 仙 郎 郎 郎
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　　 回　　 回要≡葦≡諾 董≡童妻重要……墓室≡茎喜妻…葦 董墓室茎葦董要董窯…室調 至芸蔓　　生　　 生
重　 々々保田田　谷　 笠　 斗

　七　　　 次　　 太
　　 旧　　 旧　 はの月をl

村牟鱒本醐 真滝高鈴杉杉下讐工川小犬赤書辻千醐 … 讐酉… 大歪大岩東生長土幕佐讐斎熊国小金大＿璧若 慧雲重要毒

　13　 12 11　　回　　 回　　生　　 生

田横沢間澤沢井川橘木江江村木藤村野西坂田 葉田口橋川肪 野木條井村田村田＝攣田根樫沢佐喜藤木藤谷定沢原平戸滞山 宝島註繋ぎ
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剛横井雄光知七夫朗治助道男郎一人成博三三郎二雄郎正夫夫喧二郎安蔵∧禎尚武郎栄蔵郎郎作門郎夫三作責郎二郎塵雄一 牛手芸圭窒

堅　　　　　 塁　　　　 塁　蓋○葦喜寿
佐坂青黒河小小大大擾岩玉石地溝浅湯藤似中足武高高滞佐集金菊金金加柏大一阿書構盛村藤鶴瀬瀬澤佐熊久北有阿秋吉書 芸 王手重
　々 日　　　　　 原 野　 保

木下藤紺 出冨山矢本泉市川野狩沼沢沢内村沢田横楠田条野田池子沢藤原澤戸部田矢合井 節目毛〃川圧＝絆谷相 原軒澹… 春 雪簑具

隆義克空 行惰菅芳雅 義欣了廣昭一芳和一 青雲正光昭一．忠・ ：源金容 成定耕 鍛 蓋賢青 嵐 ・ 了 一寿 一 奇 套言†

郎了哉郎遼男三男夫安明巳司介三典晃雄大雌重次衝き司二．郎過失実一二夫増光雄三久大手門一夫・ヰ耕‘浩敬虔裕鱒郎男弘夫 己 栗童と

志 士 崇≡…三…≡三≡…こ室…三享≡誌 去 慧≒三三三…三三竃
慮 和　 洋 祐 維　 腎 寿 運 救 ・昭 祐 徳 光 次 昭　 上 欄 借 柴 草　 一 書 弘一茂　 和．孝 息　 省 喜 祐 勘　 幹 職 長 ＿　二 鹿 俊 ■英　 弥　 耕 土 違 和 和　　　 ○嶋 は

之　　　　　　　　　　　　　　 四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 太
弘未 芳 三 通 賃＼最 三 一 鱒 準 治．司 文 昭 雄 始 業 忠 郎 篤・一 三 昭 彦 郎 一 男．満 天 一 正 弗連 泊 一 丁 淳雄 雌 援 助 三 楼 朗 世 昭 郎 肇 太 郎 衛 照作 l… l日日… ”…削
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3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回
生 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

上 料伊 赤漢 音一昔 横 山 山村 舞 粗目棒 日萩 中玉 関 下 四 小 木 川 加 小 井伊 石．古 池 河 村 宮 三 野 布 佐 佐 北 小 小 坂 有 赤 鸞 和 山 麓 藤 藤 袴 原 西 津 大 玉 田 高佐

甲 癌糠 沢養 射 卜州 添 口上 田川 村 向 原 村 山 井芦 戸 林 村 村 i 出藤 藤 村 川．野 市 井 開 村 蘭 喜 美‾田 原 芸 高 馴 Ⅷ 山 口 原 村 村 士 妾 菅 笠 沢 中構 藤

浩 博 労刑 責 空 事 繹　 安 璧 慶　　 正　 惣　 益 孝 徹 楕 慣 紀 新　 空　 裕 和 一㌧‾苧 彗 義 ．甘 菅 京 男警 芳　 隆 義　 嫌 悪　　 久　　 久住 利 ‾ 至

司 雄 蔵・琴 鱒 鱒 正 一 仁 舅＝昨文豊 敏 幸 典 孝 一 宏 男 丸 生 志 三 一 平 博 助 圭 七 夫 筆 「 即 手 職 や 孝十 鞠 郎 雄 肇 司英 弘 一 郎 廣 司 勲 也 章 寛 保 男 巳 昌＿司 事
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■高 飴 菅 佐佐 佐 佐 桜 今 僻目賓工 金 清 1 上 加 小 小 小 犬 上 岩 伊 伊 阿 米 書村 三 細 細 津 野 中 申 達 津 田 由・■洩 高 無 高 陪 乗 佐 佐 斉 近 小 小 熊 工 木 菊 川 小 大海
　　 々々 ．　 田　　 山 野 笠
橘 木 村 藤 藤 木木 ・野 谷 安 藤 一 見 山川 藤 田 寺 原 構 悶 簾 藤 部 沢 田 上 上 戯川‖野崎 村 野 畑 川 村 踊 村 … 雷 内 藤 条 離 農 林 泉 谷 藤 村 地 相 三 森 肇

　　　＿＿井 ．
建 議 利 隆 岩 ，、敬 ・■文 散　　　 会 公　　 且　　 義 勝 時 寛 正敏 鱒 光 ・美 紀 傘 撫 生 幸　　 昌 幸　 和・哲 利 民 次 輿 雅 章　 義 陳 賽　　 柴　 島昭　 敵

氏 書 経 巳 奉 亮．一 勇雄 三 博 大 隆 弘 賢 晋 志雄 哲 等 平 彦 一鷹 」‾「 舌 款 旺 行 平 資 文 † 夫 晃 勇 平 雄 純 雄 郎 痍嘲 郎 昭 美 男 宏 彦 ＝助 弘 裕 作 清 司 夫 鍼 昭
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回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　生

削 、小 誉 潜 宰 葛 筆 ？、小金 大 浦 芙 有 渡 米 音 育 車 村 本 藤 西 中 角 … 蒜 警 告 讐 小 木 菊 錆 小 犬■上ヂ 荒・浅 秋 青 書 生 村 村 藤 福 福 花 鼻 中 田 多田 高層

下 山 林 川 択 手 西 内一席 川 原 森 田 方 原 辺 倉 田日田 田上 間 津 川 山 掛 田 川 原 木 木 木 杯 下 池 島 島 田 山 野 西 谷 賀 浜 田 田 櫻 田 上 薄 田 田 坂 野 村 中 田鎖．山一脆

隕 亥 麒 鼻 息 隆 敬 宏 重 義敬 敬＿　鷹 正 真 司　 耕一敬　 幹 祐 量 利　 一 雅 善 美 美　 克　 佑 康 城　 何 鰻 弘 栄■慮 悟 、 公 昌　 統 丘 博　 宗 希　 一 畳 清 一 替
　　　　　　　　　　　 由　　　　　　　　　 嗣
市 郎 郎 三＿亡 雄 男 十 司 →雄 郎 隆 夫 巳 美 陛 触 由 郎 昇雄 三 巨 歩 武 夫 三 郎 則 隆 靖 行 茂 泊 雄 二 敏 雄 一 次 憲 正 史 錘 雄 宏健 一 雄 臨 井 三 一 博 減 歩毅 元 付
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9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7
回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

‘室 橋 秋 山 奔 馬 島 根 長 長 谷 多 田 竹 高 佐 鎌 兼 片 宙 小 吉 村 盲 目東 野 薫 干 無 田 谷 高 高 高 坂 菊 小 川 小 苧 同 大 海 牛 伊 農 阿 熱 柵 原 中 千 丹 構 立 高 開 幹 沢

滞 狩 澹 本 村 場 山 糠 沢 坂村 田 代 花 禰 々 田 平 岡島 川 田 井 川 山 野 崎 澤 村 井 沼 簾 宮 構 橋 本 池 林 村 滞 内 本 村 考 崎 藤 澤 部 海 川 村 葉 内 木 松 木 口
木

鷹 1 武　 柾 正 弘　 身 長滅 漕　 匡l得　 耕 甚　 基 宗 昌 庫 知日告久 弘． 勝 昭　 辛 隆 滑 車 義　　　　 龍 貞 滞j托 由 修 一 敬 秀 宏 盤　 光 正 禅　 正 初 久 敏 文

同塵 藩 競 支 街も 守 一 主 一 書 洋 夫 三 腿 郎 郎 充 敦 作 平 吉 義 一 松 志 市 史 治 芳 書 治 逸 司 邦 孝 隆 盛 生 之 一 郎 浩 治 也 三 充 情 夫 優 男 借 海 霧 膠 盛 男 治 男
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田 藤 藤 山 谷 原 護 憲 憲 川 上 藤 森 屋 谷 原 原 井 村 野 代 浦 村 貝 井 藤 条 松 保 藤 地 池 茂 川 冨 井 野 郎 部 内 口 岸 井 金 山 田 構 村 田 藤 条 孟 宗 林 地 島 出 木 本

義 正　 常 正 幸 洋 久 徳 清　 千 倍 彰 広　 綱目敏　 光 敦 泰 和　 雅 輝 管 制 貞 勝　 治 敬 佳 宏 都　 正 信 軍 正 祐 遭 慶 利 隆 英　 鷹 重　 美 久 俊 賽 俊 雄 邦 雄 薯
太　　　　　　 代　 太

春 郎 忍 光 利 司 光 夫 雄 看 護 志 朗 男 郎 博 二 久 司‖紀 夫 久 夫 衛 宏 男 郎 之 一 彦 織 雄 志 伸 司 夫 隆 幸 行 治 巳 定 利 一 広 一 二 事 業 費 克 雄 夫 司 宏 一 三 久 二 七

第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第
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高 高 須 里 佐 佐 斎 小 小 熊 葛 木 菊 菊 菅 川 刈 兼 小 小 小 及 逮 石 希 書 青 青 書 八 両 花 沼 田 高 膿 佐 佐 佐 佐 斉 斉 斉 久 鎌 加 太 飯 機 構 村 三 藤 馬 西 中 中 土 玉 高　　　　　苅　　　　　　　　 笠　　　　　　 重　　　　　　　 　々　 保　　　　　 田

柵 欄 賢 兄 藤 藤 藤 笹 米 谷 原 村 地 池 野 村 屋 平 原 田 原 川 藤 川 谷 田 田 田 田 棲 沢 坂 田 中 構 舘 藤 藤 藤 木 藤 藤 藤 田 田 藤 田 塚 矢 上坂 井 増 田 嶋 村 村 里 村 山 城

哲　 靖 一　 和　 勝 淳 義 宏 勝 輝 軍　 正　 量 紀 栄 克　 健 隆　　　 正　 正　 瀧 定 美 紀 宏 暮 正 純 威 量 祐　　　 克 静 奉 節 隆　 克 栄 秀 長 英 紀 専 行 雅 菅 弗

夫 保 朋 栄 洗 弥 第 二 一 義 治 一 之 次 章 丘 l次 郎 彰 一 夫 絃 悦 郎 井 優 範 武 次 昭 雄 孝 雄 平 輔 明 明 悦 徳 男 一 恵 勲 久 稔 栄 郎 一 裕 衛 岬 衛 二 彦 曜用目 釘謬 丈 夫
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エ 川 加 笠 小 内 今 渡 三 水 松 鱒 藤 藤 藤 似 栃 田 武 鈴 佐 媚＝肥 久 北 角 小 犬 上 溝 矢 武 官 松 広 名 中 瀬 菅 佐 佐 佐 最 小 小 黒 菊 阿 書 構 失 八 三 藤 藤 橋 福 日 長 舘　笠　 田　　　　 　々　　　　 郷　　 　々　　 羽 量　　 野 谷

藤 村 藤 原 原 館 長 辺 地 本 館 沢 村 村 沢 内 内 沼 田 木 木 田 慈 栃 舘 冨 井 野 辺 沢 藤 崎 崎 掴 村 川 原 藤 藤 木 林 岩 沼 池 部 田 沢 々 樫 浦 村 田 田 島 馴 ・沢

正 芳 繹 光 俊 政 博 洋 利 絃　 義 昌 正　　 芳　 隆 幸 初 正 芳 義　 美 隆 正 書 邦 俊 正　 修 良 芳 栄 隆 減 何 弘 一 碩　 繚 芳 廣 久 久 大 俊　 敏 宏 秀 武 裕 昭 菅 秀

身 夫 一 之 政 光 雄 一 之 一 剛 彦 信 一 進 裕 彦 昇 弥 二 男 志 彦 嘱 徹 幸 三 志 農 彦 夫 青 昇 三 二 襟 章 司 郎 雄 昔 巳 司 隆 一 朗 弥 佐 司 達 雄 洋 彦 士 郎 彦 也 ヰ 音 律
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19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 17
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▲ 利 利 義 久 一 社 久 孝　 雄 秀 滞 電 文 量　 弘 輝 和 卓 俊 和　 睦 書 廣　　　　 和 弘 東 欄　 正 正 駿　 輿 正　　　 孝 郷 美 常 成 一　 且　 聖 武 覇　 龍 政 財 和

鷹 雄 一 典 人 夫 司 志 清 伸 孝 彦 倫 雄 治 天 城 英 雄 夫 夫 朗 一 勉 郎 郎 平 被 彰 滋 夫 廣 泉 一 均 志 博 一 剛 借 春 宏 尚 樹 生 紀 之 康 行 明 二 暁 朗 月日好 鍵 き 」静 雄 さ
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崎 敷 木 木 賃 養 育 時 原 山 舘 原 島 叫 田 … 細 野 松 土 藤 沢 保 藤 藤 部 ♯ 戸 辺 倉 甲 地 崎 井 葉 中 構 藤 璃 冨 田 惑い図日妓 田 臥 帥 舘 岡 波 田 楕 構 銅 田

和 書 典 菅 和 賢 昭 隆 文 義　 清 ‾ 恵 粛 行▼■声 華 蜃 正 義 三 和 廣 量 友 光 菅　　 健 吾 明 奉 安 裕 瀾 鍵 和 催 事 柴 祥 婁 一　 和　 惣 俊 知 保 克 ∵克・敏 裕 眞

春 男 正 也 俊 二 夫 士 天 産 明 一 行 大 患 兎 冬 嘩 筍 鱒 和 郎 男 郎 人 伸 膿 ヰ＿優 簡 均 一 一 典 司 邦 一 夫 一 重 二 雄 二 司 敬 義 仁 郎 遺 健 一 行 昭 夫 一保 札 革 章 一 逸

∴‾■第　　　　　　　　　　　　　　 ∵第　 ‾　 r欝 ：二　　 ‾欝　　　　　　　　 第　　　　　　　　　　　 二㌔■第■．　　　　　　　　　　　　 ニ ‘粛 ニー
30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 29　　 ■　28二．、　　 27　　　　　　　　　　　 26　　　　　　　　　　　　　　　 ■　25　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．24
回　　　　　　　　　　　　　　　　　 1回■‾　　 回 ・■　　　 回　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　　　　 ■、一回
■生　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生 ，　 生 ．　　　 生　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

河 内 伊 伊 石 石 山 本 村 農 平 針 欝 立・褒・■小 乙 変 革 サ 丸 菱 草 鱒 佐 桐 音 玉 高 車應 佐 小 井 渡 昔 向 藤 晴 斉 小 小 大 阿 曽 渡 村 道 沼 千 田 高 佐 笹 樫 虻 黒 川 三 細　　　　　　　　　　　　　　　　々 こ　　　　　　　 井　　　　　　　　　　 　々　　 田

田 堀 稟 藤 塚 川 田 鰭 澤 木 賓 生 看 花 凛 頓 一節 保 構 P 欄卜等 田 薄 木 野 田、沢 構 構 和 藤 野 上 辺 田 田 村 山 藤 原 原 森 部 山 辺 田 又 田 葉 山 禰 木 井 坪　 田■打 鱒 川

守 拓　 晋 真 智 弘　 集 連 雅　　 正 ■．邦 事 萄 和 鱒■哲 鱒 文 ■欄 和 英 雨 晴 啓 安 正 申 知 賢 祐　　 弘 裕 能 洋 美 勝 潤 長 島　 正　 秀 茂 雄 峰 鱒 ∵∴ 鷹 鹿 ■文

参 也 尚 介 明 美 的 －、T 也 昭 徹 ．隆 男 隆 興 辛 夷 琴 耳 也 彦 明 度 夷 宏 靖 微■明 悦 敏 巳 三 法 司 一 岳 偉 巳 保 和 一 史 俊 也 二 野 元 博：公 司 之 財 経 爽 夷 晋 ≒ 革 男

第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　　　　　　　　　　 第　　　　　　　　　　　　 第
34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 33　　　　　　　　　　　　　　 32　　　　　　　　　　　　　　 31
回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回　　　　　　　　　　　　　 国　　　　　　　　　　　　　 回
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生 ‾　　　　　　　　　　　　 生　　　　　　　　　　　　 生

伊 阿 大 書 三 松 梨 田 玉 臥 鈴 曹 ‡ 下 佐 野 今 轟 工 葡 川 苅＝｝＝噂太 岩 ⊥ 石 中 千 丹 堰 佐 嘩 角 宇 石 柳 晴 西 谷 竹 佐 近 片 在 和 書 醐 肌 中 田 高 佐 佐 工 工 工 木

藤 邪 滞 田 浦 森 子 村 山 中 木 原 米 ・田 ▼藤 下 野 且 藤 池 村 等 由 田 由 滑 声 川 村 葉 野 合 藤 々 舘 土 川 沢 山 村 藤 花 木 藤 岡 原 田 田 E‖■樫・村 口 樵 藤 木 藤 農 簾 田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　々　　 量 ■　 一々 ・ 川

木　　 澤 －
借 博 真 康　 牡 洋 ■ 鱒　 和 ・宗 靖 尚 鱒 克 鱒 軍 洋 宜 鼻 孝 二 群 棲 秀 治 博 和 責 正 一　 秀　 責　 祥 典 故　 尚 俊　 竺 畠 在 欄 養 二す 光 公 琴 線 登

幸 之 一 線 泉 全 和 望 欝 茂 彦 淳 智 行 久 ．治 彦 雄 人 之 散 人 史 賊 輝 彦 行 市 明 久 祥 糟 潤 阜 遺 廣 括 泰 悦 久 雄 均 均 柵 正 徹 郎 之 弘 晋 介 明 淳 美 学 司・久 之 雄 美

．第 、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第
36　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 35
回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 匝l
生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

太 大 字 右 阿 膏 吉 本 三 吉 鳥 永 中 千 田 腑‘沢 澤 佐 佐 佐 境 斎 小 二 日．粕 一示 太 逮 岩 岩 楕 米 米 吉 村 古 渕 福 嶋 鳥 足 田 河‖関目狂佐 佐 佐 佐 斉 斉 小 エ ■菊 ＿川 大 ＿大 通

　　　　　　 度　　　　　　 々 々 　々　　 ・一 山卜　　　　　　　　　　　　　 々 々 々 　々　　　　 沢
田 会 津 川 部 木 田 宮 浦 敷 場 山 村 葉 4 本 田 口 木 本 木 本 醜 、膿 凰 谷 風 由 藤 渕 舘 狩 沢 内 月ユ瀾＝■ 向 井　 居 沢 口 川　 森 木 木 本 木 藤 藤 泉 藤 池 村 ・坪 田 藤

野
薫 雅 事‖蓼 真 光 孝 俊 正 一∴元 畠 ‾幹 雷 臣 和 琴 軋　 弘　 格　 ‾　尾 野 ‘r 一 便 ■久 長 裕　 美　 借 薄　 情　　 雅 島恩　 情 逢 淳　 幸 岬　　 ‾一靖■守 毅 敬

貢 長 朗 之 一 泊 澄 広 澤 ‾鱒 人 情．謬 彦 二 裕 太 司 ．人 博 鱒 申 修 皐 故 実 単 年 晋 ．彦 明 志 ∵ 幸 淳 夫 亨 幸 也 徹 明 智 草 書 辞 典 学 孝 雄 一 報 雄 彦 聡 優 清 雄 ■正 樹 蔵

第
37
回
生 、

村一村 道 東 蠣 由 西 中 ヰ 中 や 奮 千 田 轟 高 布 仙 加 佐 坂 坂 小 エ ± ェ ェ 北 川 釜 金 峰 小 大 連 糸 ■一 石 石 折 青 相 渡 漬 村 水 正 藤 藤 田 付 高 高 下 坂 超 一小 小 川 川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 河
申 川 又 野 東 山 村 村 村 村 條 岡 葉 上 橘 膚 構 沢　 藤 本 本 成 膿 拍 藤 畑 村 村 千 千 苦 竹 藤 坪 戸 川 井 井 山 浦 辺 辺 田 本 木 原 沢 中 花 楕 井 原 下 水 泉 泉 畑 代

鱒 清 ′■成 鱒 ＿菅 和 ，鍵 」 智 ．靖 証、 英 俊 俊 賢 利 健 ・∴ チ ㈲ 應 儀 一1 克 博　 潜 幸 博 忠 教　 ■英　 鱒 ． 滑 祐 明 島 雅 俊 光　　 利 雄 国 慶　 大 修 正 由　 治 雄

一 虚 洋 紀 、根 也 き 聡 二 倍 之 博 ■志 ≠ 樹 大 治 一 瀾 彦■舞 鶴 恵 典 窮 ′職 也 幸 運 和 平 行 逸 文 手 清 泉 司 渉 郁 司 成 文 仁 治 一 宏 篤 明 司 信 一 淳 希 一 樹 彦 摩 樹 一

痍　 ‾■一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 ・

・．．■39 ■・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 38
・回　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 回

、■∴生　 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生

小 小 小 木′大 及 鱒 阿 和 書 盛 村 村 村 向 粛 松 嶋 藤 藤 平 繁二鵬 、泡 車 寧 中 高 瀬 漸 管 下 宍 佐 佐 佐 笹 佐 佐 斉 今 小 熊 菅 兼 小 乙 小 小 大 太 大 大 大 犬 池 阿 余 青 森
山　　　　　　　　　　　　　　　　　 野 田 笠
田 原 曝 露 鱒 理 由 鱒 山 岡 田 松 松 上 田 舘 草 江 庫 沢 相 木 扁 野 村 橋 川 川 崇 戸 藤 藤 藤 森 美 倉 藤 野 林 沢 野 平 摘 … 矢 田 釧 川 洞 野 帯 地 田

大 秀 純 町 叩 虻 層 ・直 拝　 啓 忠 繊 細 敵　 ‾ 緻∴ ∵秀 ■　 和 ‾草 専 拓 和 声 元　 雅 浩　　 ‾ 光 雄 正 揮　　 秀 右 轟 玄 良 範 博 俊 和 栗 知 嶋 崩 岳

助 昭 平 「 俊 阜 裕 智 成 人 一 尚 書 久 司 祐 明 一畠■乳 広 啓 一「＿敦 毅 彦 亨 二審 久 也 宏 相 恩 仁 兵 志 皇 位 崇 茂 広 飛 人 久 健 学 徳 弘 門 広 仁 恵 之 嗣 一 裕 郎 爵 之 一 夫
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中外照千千田田高高高下沢佐佐佐斉小栗‖楠久工菊菊菅上上
河　　　　　　　　　　谷

村岡井葉葉崖□楕桐日商原藤藤藤藤藤林川谷保藤谷池野平原

潤裕管長義曹浩利　宏広真　克明勇　　俊忠和　廣真
晋一悦影進昭也基明明言己太範毅事典雄肇敦雄寛弘学暁也豊

（
団
体
〉

桜
栄
会

紫
桜
会

吉富喜八森村松松正東野西
生

田田田楼　　上木坂木　　中野

芳　　師和智光　　孝幸勝秀

徹一明章生規司剛典男也俊

（
旧
1
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回
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新
1
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桜
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㈱
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昌
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藤
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（
斎
藤
昌
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㈱
金
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（
金
谷
栄
治
）

㈲
砂
子
沢
釣
具
店（

砂
子
沢
光
雄
）

岩
手
阿
部
製
粉
二
阿
部
淳
也
）

小
山
田
林
業
（
小
山
田
ミ
イ
）

山
三
巧
建
㈱
　
　
（
篭
崖
徹
）

岩
手
コ
ク
ヨ
　
（
池
野
和
夫
）

㈲
山
善
菓
子
舗
　
弄
上
孝

㈲
伊
藤
楽
器
店
へ
伊
藤
定
董

丸
光
商
事
　
　
（
古
館
和
男
）

東
野
建
設
　
　
（
東
野
久
松
）

オ
ー
エ
ー
プ
レ
イ
ン
㈱

（
高
橋
剛
）

盛
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
㈱

（
大
泉
信
太
郎
）

（
教
職
鼻
）

・
本
校
卒
業
生
以
外

有高高小遠伊池

楕欄日精畑藤藤口

仙三一勝清秀杜

一郎義行安一孝

吉山本村松東鳥原中中

田本舘上田舘場田村舘

長健公昭圭専　　信真情

作二治市二治悟雄明悦

毒
だ
よ
り

東
泉
石
桜
会

今
年
の
計
画
案
決
ま
る

東
京
石
桜
同
窓
会
（
辻
公
一

郎
会
長
－
1
旧
1
2
回
）
で
は
、
①

同
窓
会
の
開
催
②
名
簿
の
発
刊

6
2
年
度
は
石
桜
振
県
会
に

六
十
六
万
二
千
円

岩
手
中
・
高
校
生
の
ク
ラ
ブ

活
動
を
支
援
し
、
文
化
事
業
を

助
成
、
母
校
の
振
興
、
校
風
の

維
持
発
揚
を
め
ざ
す
石
桜
振
興

会
に
は
本
年
度
も
次
の
よ
う
に

寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。
左
に

6
2
年
4
月
か
ら
2
月
ま
で
の
分

を
掲
げ
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
た

ヽ
一
〇

新
7
回
生
よ
り
弓
8
0
円

新
1
3
回
生
よ
り
三
、
8
〇
円

母
校
の
創
役
者
三
田
義
正
翁
に
つ
い
て
の
「
義
正
翁
を
顎
る
会
し
は
昨
年
発
足
、

既
報
の
通
り
、
昨
年
3
月
研
究
会
も
も
た
れ
た
。

次
の
文
霊
は
同
会
会
長
牟
岐
楕
楼
氏
（
旧
1
3
回
）
の
父
君
で
、
昭
和
8
年
か
ら

2
1
年
ま
で
母
校
の
教
師
を
さ
れ
た
牟
岐
詰
雄
氏
（
元
県
教
育
委
員
）
か
ら
酉
在
家

教
餌
の
手
元
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

私
の
尊
敬
す
る
人
は
数
多

い
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
忘

れ
得
な
い
人
が
二
人
い
る
。

一
人
は
岩
手
中
学
校
（
現
在

の
岩
手
高
校
）
の
創
設
者
三

田
義
正
翁
で
あ
り
、
他
の
一

人
は
本
州
の
南
端
、
山
口
県

出
身
の
元
の
二
松
宇
専
門
学

校
の
校
長
山
田
準
先
生
（
号

は
済
斎
）
で
あ
る
。
一
方
は

剛
の
人
で
あ
り
、
他
方
は
温

容
玉
の
ご
と
き
歓
の
仁
で
あ

っ
た
。
山
田
先
生
は
当
時
に

お
け
る
日
本
の
鴇
明
学
の
大

家
で
あ
る
ヶ

こ
こ
で
は
三
田
義
正
翁
に

つ
い
て
縦
の
情
報
と
い
う
面

か
ら
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

三
田
翁
は
、
五
十
余
年
前

の
昭
和
十
年
の
十
二
月
三
十

一
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。
人

間
の
煩
悩
を
追
放
す
る
た
め

と
い
わ
れ
る
除
夜
の
嬢
が
や

が
て
鳴
り
響
く
で
あ
ろ
う
午

後
八
時
、
あ
た
か
も
人
間
の

煩
悩
は
既
に
卒
業
し
た
か
の

ご
と
く
青
々
句
々
、
こ
れ
が

彼
岸
に
旅
立
つ
人
の
遺
言
か

と
思
わ
れ
る
迫
力
の
あ
る
青

葉
を
最
後
に
あ
の
世
に
旅
立

た
れ
た
。

紙
面
の
関
係
も
あ
り
、
私

事
へ
の
愛
情
と
将
来
を
透
視

す
る
の
眼
力
が
あ
る
か
ど
う

か
の
問
題
で
あ
る
。

私
は
か
つ
て
学
生
時
代
の

夏
休
み
、
翁
の
お
供
を
し
て

翁
の
経
営
す
る
山
林
を
あ
ち

眼
光
の
鋭
さ
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
岩
手
中
学
校
の
創
設

も
早
に
生
徒
を
救
済
す
る
と

か
、
収
容
す
る
の
が
目
的
で

は
な
か
っ
た
。
指
導
者
の
養

成
で
あ
り
、
人
物
を
育
て
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

翁
を
尊
療
す
る
第
二
の
理

由
は
、
大
盛
岡
市
の
建
設
で

あ
っ
た
。
当
時
の
盛
岡
は
駅

と
開
運
橋
の
間
に
商
店
は
あ

っ
た
が
、
肴
町
と
か
本
町
の

三
田
義
正
翁
に
つ
い
て

牟
　
岐
　
話
　
雄

と
三
田
翁
と
の
関
係
は
略
し

て
、
私
が
翁
を
尊
敬
す
る
ゆ

え
ん
の
も
の
を
述
べ
た
い
。

そ
の
第
一
は
育
て
る
こ
と
に

徹
し
た
方
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
よ
く
世
間
で
は
「
三
田

氏
の
事
業
は
ソ
ロ
バ
ン
抜
き

で
あ
る
」
と
辞
し
て
い
た
が
、

三
田
翁
と
て
事
業
家
で
あ
る

以
上
、
損
益
を
無
視
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。
要
は
仕

こ
ち
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
と
き
苗
木
が
立
派
に
生

育
し
て
い
る
姿
を
見
て
の
翁

の
微
笑
は
、
現
在
で
も
眼
前

に
発
揮
た
る
も
の
が
あ
る
。

盛
岡
市
の
蛇
の
島
の
農
場
は

北
上
川
沿
岸
に
あ
る
荒
れ
地

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
今
日

見
ら
れ
る
農
場
に
し
た
の
は
、

も
の
を
育
て
る
愛
情
の
結
果

で
あ
り
、
将
来
を
透
視
す
る

繁
革
街
に
は
遠
く
、
現
在
の

菜
園
に
は
所
々
に
住
宅
が
見

ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ

れ
を
現
在
の
大
盛
岡
に
し
た

の
は
翁
の
設
立
し
た
南
部
土

地
会
社
の
恩
恵
で
あ
る
。

そ
れ
に
盛
岡
は
水
害
地
で

あ
り
、
北
上
、
雫
石
、
中
津

の
三
流
の
合
流
地
点
で
あ
っ

た
。
翁
は
雫
石
川
を
遠
く
南

方
に
移
す
こ
と
を
考
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
老
齢
も

あ
っ
て
実
現
は
し
な
か
っ
た
。

現
在
は
水
の
需
要
も
多
く
、

ダ
ム
の
建
設
な
ど
も
あ
っ
て
、

そ
の
必
要
は
な
く
な
っ
た
が
、

翁
の
盛
岡
建
疫
に
熱
意
の
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
は

な
い
。翁

を
尊
敬
す
る
第
三
の
理

由
は
、
広
い
視
野
と
深
い
洞

察
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
明
治
時
代
盛
岡
市
内

丸
に
商
店
を
開
き
、
欧
州
か

ら
産
業
用
火
薬
類
や
猟
銃
を

輸
入
し
て
販
売
し
た
の
は
、

世
の
中
は
土
木
工
事
に
ダ
イ

ナ
マ
イ
ト
を
使
い
、
狩
猟
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
時

代
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
の

こ
と
で
あ
る
。
私
が
他
か
ら

聞
い
た
こ
と
に
よ
る
と
、
三

田
商
店
の
今
日
あ
る
の
は
盛

岡
人
の
み
が
対
象
で
は
な
く
、

広
く
世
間
を
相
手
と
し
て
の

こ
と
と
評
し
て
い
る
。

今
日
の
政
治
家
は
本
音
と

建
前
論
を
混
同
し
、
人
と
己

を
欺
い
て
自
分
の
利
を
考
え

て
い
る
人
は
多
い
が
、
政
治

に
も
翁
の
ご
と
き
傑
物
の
出

現
を
期
待
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
（
S
6
2
・
6
）

委雲児管毒姦
石回匝】回全会
桜生生生よ　よ
会よ　よ　よ　り　り
よ　り　り　り

完
、
0
8
円

買
〇
、
〇
8
円

ニ
「
喜
〇
円

一
六
、
3
0
円

一
五
、
3
0
円

薪
13
回
生
有
志

矢
巾
石
桜
会

石
桜
35
会

釜
石
地
区
石
桜
会 望

、
3
0
円

二
三
営
円

昌
、
0
0
0
円

喜
、
3
0
円

元理事長三田義一氏から
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蔵書558冊が寄贈される

元
理
事
長
三
田
義
一
氏
は
東

京
都
港
区
元
麻
布
の
私
邸
で
、

長
く
療
養
中
で
あ
ら
れ
る
が
、

お
び
た
だ
し
い
蔵
書
の
中
か
ら

③
会
旗
の
製
作
な
ど
の
新
年
度

活
動
執
行
部
案
を
決
定
。
5
月

中
旬
に
開
か
れ
る
理
事
会
に
は

か
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。昭

和
6
3
年
度
同
窓
会
は
千
葉

勝
之
実
行
委
員
長
（
新
1
0
）
を

中
心
に
新
旧
1
0
、
2
0
、
3
0
回
生

（
昭
3
3
、
4

3
、
5
3
年
卒
）
が
協

力
し
て
1
0
月
中
～
下
旬
、
昨
年

と
同
様
に
東
京
八
重
州
富
士
崖

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

会
員
名
簿
の
発
刊
は
、
前
の

発
行
か
ら
5
年
が
経
過
し
て
、

前
回
の
名
簿
収
録
会
員
の
6
5

0
名
が
今
日
で
は
約
8
5
0
名

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
住
所
、
勤
務
先
の
変
更
が
か

な
り
あ
る
こ
と
な
ど
に
対
応
す

る
も
の
。

会
旗
の
製
作
は
、
校
章
と
東

京
右
横
同
窓
会
の
文
字
を
青
地

に
白
く
染
め
抜
く
も
の
で
、
中
・

高
の
二
檀
類
を
製
作
す
る
。

こ
れ
ま
で
は
同
窓
会
の
都
度

母
校
か
ら
発
送
し
て
い
た
だ
き

使
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は

相
互
に
手
間
と
送
料
が
か
か
り

紛
失
の
怖
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら

今
回
製
作
を
計
画
し
た
。

東
京
石
桜
会
は
昭
和
5
8
年
に

山
中
傾
三
前
校
長
の
強
い
要
請

で
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
、
そ
れ
ま
で
中
断
さ
れ

て
い
た
「
岩
中
会
」
の
名
称
を

「
東
京
石
坂
同
窓
会
」
と
改
称
再

ス
タ
ー
ト
、
そ
の
後
毎
年
開
催

さ
れ
今
回
で
6
回
目
を
迎
え
る
。

「
母
校
の
発
展
と
会
員
相
互

の
親
睦
」
を
目
的
に
、
活
動
に

関
し
て
は
「
出
来
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
い
こ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
、
年
一
回
の
同
窓
会
と

会
員
名
簿
の
発
行
を
主
な
活
動

と
し
て
い
る
。
当
初
約
1
5
0

名
の
会
員
が
今
日
で
は
約
8
5

0
名
に
増
加
し
て
い
る
。

昨
年
の
同
窓
会
は
川
月
2
4
日

三
田
義
之
理
事
長
、
山
中
傾
三

前
校
長
、
盛
岡
か
ら
遠
藤
貫
中

校
長
、
吉
田
長
作
先
生
、
松
見

得
明
同
窓
会
会
長
、
さ
ら
に
は

じ
め
て
故
三
田
義
滑
前
痩
事
長

夫
人
の
紅
一
点
の
出
席
も
あ
っ

て
大
い
に
盛
り
上
り
、
和
気
あ

い
あ
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。名

簿
の
発
行
に
関
し
て
、
事

務
局
で
は
「
卒
業
生
並
び
に
関

係
者
で
ま
だ
登
録
し
て
い
な
い

方
、
住
所
そ
の
他
の
変
更
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
連
絡
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
事
務
局
＝
東
京
都
）

新
1
5
回
同
期
会

u
月
1
4
日
久
慈
市
北
限
間
に

50
名
が
参
会
、
久
慈
義
昭
氏
（
新

15
回
）
の
久
慈
市
長
三
選
と
三

田
地
利
之
氏
（
新
1
5
回
）
の
北

大
教
授
赴
任
を
祝
し
て
乾
杯
し

た
。矢

巾
石
桜
会

1
月
8
日
盛
岡
市
南
部
会
館

に
て
新
年
交
貿
会
を
開
催
。
3
0

名
が
参
会
。

石
桜
3
5
会
（
新
1
2
回
）

1
月
2
2
日
盛
闇
市
盛
岡
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
5
2
名
が
参
会
し

て
、
石
桜
3
5
会
結
成
祝
事
。

釜
石
地
区
石
桜
会

2
月
1
5
日
釜
石
市
松
節
庵
で

18
名
が
参
会
。
ゲ
ス
ト
は
松
見

同
窓
会
長
、
西
在
家
教
義
。
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そ
の
一
部
が
母
校
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。

古
く
は
大
正
の
年
大
総
闇
か

ら
発
行
の
マ
ル
ク
ス
全
集
を
は

じ
め
昭
和
4
0
年
代
発
行
の
も
の

に
至
る
5
5
8
冊
で
あ
る
。

林
学
・
経
済
学
・
思
想
史
な

ど
の
多
分
野
に
わ
た
り
、
福
由

敬
太
郎
者
の
市
場
論
な
ど
責
重

な
文
献
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

次
に
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

日
本
歴
史
大
辞
典
2
0
巷

河
出
雷
房

第
二
次
大
戦
回
顧
録
2
4
巻

W
・
チ
ャ
ー
チ
ル
　
等
日
新
聞
社

歴
代
内
閣
物
浄
上
下
2
巷

時
事
通
情
社

新
修
萬
葉
紀
行
　
　
創
元
社

永
遠
の
実
　
　
時
事
通
信
社

（
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
生
涯
と

業
績
）

日
本
科
学
技
術
史
靭
日
新
蘭
牡

イ
ギ
リ
ス
の
義
務
教
育應

応
通
情

ア
メ
リ
カ
林
業
発
達
史地

球
出
版

大
胆
に
な
る
法
実
務
軟
膏
出
版

0
曇

足
沢
至
先
生
（
旧
ほ
）
1
1
月

u
日
私
学
教
育
の
功
に
よ
り
岩

手
県
知
事
表
彰
を
受
け
る
。

遠
藤
貫
中
華
校
長
（
旧
1
）

1
1
月
2
7
日
私
学
教
育
庖
東
の
功

に
よ
り
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け

る
。高

橋
克
彦
氏
（
新
1
9
回
）
は

同
じ
く
盛
岡
市
在
住
の
江
戸
川

乱
歩
賞
作
家
中
津
文
彦
氏
と
と

も
に
1
2
月
1

2
日
盛
岡
市
勤
労
碍

祉
会
館
で
岩
手
日
報
主
催
の
講

演
会
で
講
演
し
た
。

佐
々
木
一
郎
氏
（
旧
3
回
）

は
1
月
1
1
日
か
ら
3
0
日
ま
で
岩

手
銀
行
中
ノ
捕
支
店
レ
ン
ガ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
「
建
物
と
水
の
か

か
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
冬
の
風

景
油
彩
画
を
展
示
し
た
。

村
上
披
氏
（
新
17
回
）
は
2

月
1
日
か
ら
2
9
日
ま
で
盛
岡
市

材
木
町
岩
泉
純
木
家
具
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
で
1
今
日
の
壁
」
と
題

し
て
作
品
展
を
開
催
し
た
。

董
専
一
氏
（
旧
3
回
）

油
絵
遺
作
展
は
2
月
2
7
日
か
ら

2
9
日
ま
で
盛
岡
市
県
自
治
会
館

で
開
催
さ
れ
た
。
同
氏
は
紫
波

町
出
身
で
昨
年
2
月
死
去
さ
れ

た
が
弟
の
画
家
直
治
氏
が
取
り

運
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

園
園
園
庭

昭
和
十
三
年
の
移
転
か
ら
五

十
年
、
奇
し
く
も
体
育
館
等
の

完
成
、
沿
革
に
も
一
つ
の
節
目

が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

大
沢
川
原
時
代
の
面
影
を
残

し
て
い
た
雨
天
体
操
場
も
今
は

な
く
、
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ

る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
も
や
む

を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

今
回
は
校
舎
完
成
記
念
号
と

い
う
こ
と
で
、
年
度
内
二
回
の

発
行
と
な
り
、
会
長
さ
ん
を
は

じ
め
、
山
口
北
州
印
刷
さ
ん
他

多
く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（K）
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